
シンポジウム

難⺠研究フォーラム
主催

�
�
�
�
�

モデレーター

松本悟
タイ・ミャンマー国境の難⺠キャンプでの
フィールドスクール、難⺠に関⼼を持つゼミ⽣への
卒論指導等、教育としての難⺠研究に関⼼を持って
いる

法政⼤学国際⽂化学部教授

概
要

若⼿研究者が語り合う
「難⺠研究の⾯⽩さと難しさ」
∼学部⽣・⼤学院⽣への第⼀歩∼
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国内外の難⺠問題、難⺠研究への関⼼�
は�⾼まりを⾒せています。
難⺠研究の⾯⽩さややりがい―⽐較的�
新しい分野ゆえに研究⼿法や視点、
研究倫理などの発展が実感できると
いった点がある⼀⽅で、⽇本では研究�
対象者である難⺠との接点が限られる�
ことや難⺠研究をしている⼈が周りに�
いないなど、難しさを感じる⼈もいる�
かもしれません。

本シンポジウムは、さまざまな若⼿
難⺠研究者によるパネルディスカッシ�
ョンを通じて、学部⽣や⼤学院⽣の
難⺠研究への⼀歩を後押ししたいと
企画しました。
これから研究を始める⽅はもちろん、�
すでに研究を進めている若⼿研究者の�
⽅もぜひご参加ください。


